
T s u C i t y

白山地域小学校の今後の在り方に係る
住民説明会

令和７年７月２１日
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白山地域小学校の児童数推移（H24～R7）

家城小学校 川口小学校 大三小学校 倭小学校 八ツ山小学校

（各年５月１日現在）

令和７年度 白山地域小学校の児童数（令和７年５月１日現在）

１－１ 白山地域の現状（児童数の状況）

1

年度／学年 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 児童数計
普通
学級数

特別支援
学級数

学級数計

家城小学校 3 7 5 11 5 6 37 4 1 5

川口小学校 7 9 10 4 10 13 53 4 1 5

大三小学校 14 16 19 24 19 13 105 6 2 8

倭小学校 12 11 7 6 13 4 53 4 2 6

八ツ山小学校 3 0 7 7 7 5 29 3 1 4

合計 39 43 48 52 54 41 277 21 7 28

児童数（人）

（人・学級）
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１－２ 白山地域の現状（学校施設の状況）

既存学校施設（小学校５校、中学校１校）の状況

学校名
校舎建築年月
（経過年数）

構造 階数
校舎延床面積

（㎡）
教室数

運動場面積
（㎡）

家城小学校
昭和５１年３月
（４９年）

鉄筋コンクリー
ト造

３階建 ３，２０８ ８ ５，５６６

川口小学校
昭和５４年２月
（４６年）

鉄筋コンクリー
ト造

２階建 3,280 １２ ９，７１２

大三小学校
昭和５７年８月
（４２年）

鉄筋コンクリー
ト造

３階建 ３，０９８ １２ ６，９９１

倭小学校
平成２年３月
（３５年）

鉄筋コンクリー
ト造

２階建 ２，８３３ ７ ９，６１６

八ツ山小学校
昭和６１年３月
（３９年）

鉄筋コンクリー
ト造

２階建 ２，７８４ ８ ９，８８６

白山中学校
昭和３７年３月
（６３年）

鉄筋コンクリー
ト造

３階建 4,301 １３ ２３，８０９
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１－３ 白山地域の状況（放課後児童クラブ）
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クラブ名 設立年 設置場所 専用区画(㎡）
利用児童数（人）
（R７．４現在）

家城地区放課後児童会
いえキッズくらぶ

平成１６年 家城小学校校舎内 58.77 14

川口放課後児童クラブ
かわぐちの学童

平成28年 川口小学校校舎内 44.33 32

大三放課後児童クラブ
ＷＡＩＷＡＩくらぶ

平成１２年
大三小学校内
（旧幼稚園舎）

154.50 39

倭放課後児童クラブ
みんなの倭

平成２２年
倭小学校内
（旧幼稚園舎）

192.24 34

※いずれも公設民営

家城地区放課後児童会
いえキッズくらぶ

川口放課後児童クラブ
かわぐちの学童

大三放課後児童クラブ
ＷＡＩＷＡＩくらぶ

倭放課後児童クラブ
みんなの倭
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２－１ これまでの経過①
令和6年2月14日
「白山の教育を考える会」より白山町内小学校の統合を視野に入れた
あり方に関する要望書が市へ提出される

4

令和4年8月18日「白山の教育を考える会」を立ち上げ
（白山地域の教育関係者、自治会関係者等）以後、１７回会議等を開催

令和5年3月15日・7月31日「白山町内小学校のあり方を考える会」を開催
ＰＴＡ代表と意見交換

令和5年12月17日 白山地域の住民や保護者を対象に「白山町内小学校のあり方
を考えるパネルディスカッション」を開催

⇒小学校の在り方や統合に関心を持つ方が確実に増加していることも踏まえて、
「今後は教育委員会が中心となり、できるだけ早急に白山地域の小学校の将来の
姿を決定し、統合も視野に入れた対応を講じてほしい。」と要望書を提出
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２－２ これまでの経過②
令和6年4月15日 「白山地域小学校の在り方検討委員会」の設置
（構成員）各地区自治会代表者、各小中学校・こども園保護者代表者、放課後児童クラブ保護者等代表者、各小中学校長、
こども園長、有識者、白山総合支所長、教育委員会事務局代表者 計２９人

各小中学校・こども園からの報告を受け、統合に向けて進めていくことを確認

令和6年5月16日 「第１回白山地域小学校の在り方検討委員会」開催

令和6年10月7日 「第２回白山地域小学校の在り方検討委員会」開催

令和6年10月7日、令和6年11月19日、令和7年1月14日 代表者会議開催

令和7年1月23日 「第３回白山地域小学校の在り方検討委員会」開催

5

安全性を最優先に川口小学校と大三小学校を候補地案として検討
各組織に持ち帰って、学校の候補地案について意向確認等

※安全性を最優先に川口小学校と大三小学校の２校を候補地案として検討

白山地域の小学校の状況等について説明し、今後のスケジュールを確認

川口小学校と大三小学校を現地視察
現地視察後、意見交換を実施

令和7年2月16日 白山地域小学校の統合に係る候補地案の現地視察

現地視察の様子
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２－３ これまでの経過③

令和7年5月9日 「第５回白山地域小学校の在り方検討委員会」開催

令和7年6月20日 「第６回白山地域小学校の在り方検討委員会」開催
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雲出川流域の中小河川のハザードマップの作成・配布（令和7年5月1日）
により、川口小学校が洪水想定区域であることが周知された
これまで安全性を最優先に議論を進めてきた経緯や、代表者会議での
意見等も踏まえ、
候補地案：大三小学校
整備方法案：大規模改造、最短で令和１１年度開校をめざすことを説明
⇒次回の検討委員会までに、提案内容を周知していただくように依頼

令和7年6月3日 代表者会議開催

これまで安全性を最優先に議論を進めてきた経緯や、代表者会議での意見等も踏まえ、
場所：大三小学校、整備方法：大規模改造、最短で令和１１年度開校をめざす方向性について、
検討委員会で確認

各小中学校・こども園・自治会等から、候補地案（川口小学校・大三小学校）や整備方法（大
規模改造・新築）について出された意見を報告
様々な意見を受け、代表者会議で継続協議

令和7年3月17日「第４回白山地域小学校の在り方検討委員会」開催

令和7年4月17日 代表者会議開催

※川口小学校の場所が浸水想定区域であることが判明



T s u C i t y

３－１ 課題（児童数の減少）
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白山地域小学校の児童数推移見込み（Ｒ７～Ｒ１３）

家城小学校 川口小学校 大三小学校 倭小学校 八ツ山小学校

（令和７年５月１日現在）児童数（人）

令和１１年度 白山地域小学校の児童数見込み

年度／学年 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 児童数計
普通
学級数

特別支援
学級数

学級数計

家城小学校 7 7 2 5 3 7 31 4 0 4

川口小学校 5 5 8 7 7 9 41 4 1 5

大三小学校 10 15 9 23 14 16 87 6 2 8

倭小学校 3 6 5 5 12 11 42 4 2 6

八ツ山小学校 4 6 2 1 3 0 16 3 0 3

合計 29 39 26 41 39 43 217 21 5 26

統合後学級数 １ ２ １ ２ ２ ２ ー 10 3 １３

（人・学級）
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３－２ 課題（候補地の選定）

１ 候補地の選定小学校の統合に向け、設置場所の選定が必要

新たな土地の確保には、かなりの時間を要する（適した公共用地はない）

既存の学校用地（小学校５校、中学校１校）の活用

第一に安全性、次に利便性、容量（規模）を考慮し候補地を選定

学校名
校舎建築年月
（経過年数）

運動場面積（㎡） 災害危険度 幹線道路の状況

家城小学校
昭和51年3月
（49年）

5,566 浸水想定区域 県道 幅員６ｍ

川口小学校
昭和54年2月
（46年）

9,712 浸水想定区域 県道 幅員８ｍ

大三小学校
昭和57年8月
（42年）

6,991 市道 幅員６ｍ

倭小学校
平成2年3月
（35年）

9,616
急傾斜地崩壊危険箇所（一部）
土砂災害警戒区域（一部）

土砂災害特別警戒区域（一部）
市道 幅員５ｍ

八ツ山小学校
昭和61年3月
（39年）

9,886

急傾斜地崩壊危険箇所
土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域
家屋倒壊等氾濫想定区域（一部）

市道 幅員６ｍ

白山中学校
昭和37年3月
（63年）

23,809
浸水想定区域

家屋倒壊氾濫想定区域
県道 幅員６ｍ

8
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３－３ 課題（候補地の選定（安全性①））

雲出川流域洪水ハザードマップ（家城小学校、白山中学校）

9

●白山中学校
・浸水想定区域
・家屋倒壊氾濫想定区域

●家城小学校
・浸水想定区域
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３－３ 課題（候補地の選定（安全性②））

雲出川水系（弁天川）流域洪水ハザードマップ（川口小学校）

●川口小学校
・浸水想定区域

10
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３－３ 課題（候補地の選定（安全性③－1））

雲出川水系（八対野川）流域洪水ハザードマップ（八ツ山小学校）
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●八ツ山小学校
・家屋倒壊等氾濫
想定区域（一部）
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３－３ 課題（候補地の選定（安全性③－２））

土砂災害ハザードマップ（八ツ山小学校）

●八ツ山小学校
・急傾斜地崩壊危険箇所

●八ツ山小学校
・土砂災害警戒区域
・土砂災害特別警戒区域

12
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３－３ 課題（候補地の選定（安全性④））

土砂災害ハザードマップ（倭小学校）
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●倭小学校
・急傾斜地崩壊危険箇所（一部）
・土砂災害警戒区域（一部）
・土砂災害特別警戒区域（一部）

倭小学校

倭小学校
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３－３ 課題（候補地の選定（安全性⑤））

土砂災害ハザードマップ（大三小学校周辺）

出典：三重県土砂災害情報提供システム

●旧大三幼稚園（放課後児童クラブ）
・土砂災害警戒区域（一部）
・土砂災害特別警戒区域（一部）

14
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３－４ 課題（学校施設の老朽化対応①）

１ 候補地の選定安全性の面から大三小学校を選定

整備手法 大規模改造 新築

工事内容
校舎：大規模改造
（内外装、ライフライン、バリアフリー等改修）
プール：改修

校舎：新築（既存校舎解体）
プール：改修

既存校舎の解体 不要 新校舎建設前に解体

仮設校舎の設置
・グラウンドへ設置（普通教室９教室、管理諸室等、２年）
・特別教室で行う音楽等の授業は普通教室で実施

・グラウンドへ設置（普通教室９教室、管理諸室等、４年）
・特別教室で行う音楽等の授業は普通教室で実施

工 期 ４年（最短で令和11年度開校） ６年（最短で令和13年度開校）

工事費（概算）

約１１億８千万円
実質一般財源 約３億６千万円～約３億９千万円
※補助・単独事業の区分により実質的な一般財源に差
が生じます

約２７億６千万円
実質一般財源 約１５億３千万円～約２５億４千万円
※補助・単独事業の区分により実質的な一般財源に差
が生じます

メリット ・新築と比較し短期間で整備が可能
・新たな教室の配置等の立案が可能
・既存校舎と同様の配置で建築できるため日照等が同条
件にすることが可能

デメリット

・仮設校舎での学習が必要（2年）
・工事中の騒音による授業への影響
・グラウンドが仮設校舎、工事ヤード等となり使用が制限
される
・学校敷地への出入り口が１箇所のため工事との動線を
分けることができず安全管理に細心の注意が必要

・大規模改造と比較し工期が長期間となる
・仮設校舎での学習が必要（4年）
・工事中の騒音による授業への影響
・グラウンドが仮設校舎、工事ヤード等となり使用が制限
される
・学校敷地への出入り口が１箇所のため工事との動線を
分けることができず安全管理に細心の注意が必要

（想定）普通教室１３教室（うち１教室は余裕教室）確保

15

施設の老朽化により施設整備が必要

整備手法の比較

※工事費（概算）は同規模の事例を参考に算出しました。なお、現時点において給食調理室の改修費は含めていません。
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３－４ 課題（学校施設の老朽化対応②）

16

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

大
規
模
改
造

・仮設校舎建
設
（４か月）

・改修工事
（１年５か月）

・仮設校舎使
用
（２年）

・備品等移動

・解体
（３か月）

新
築

・仮設校舎建
設
（４か月）

・解体工事
（１０か月）

・仮設校舎使
用
（４年）

・新築工事
（１年８か月） ・グラウンド

整備工事
（３か月）

・備品等移動

開校方
針
の
検
討
・
８
月
中
に
方
針
決
定

開校
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３－５ 課題（通学手段・方法）

17

１ 通学手段・方法（案）

コース名 対象人数 使用車両 通学時間 通学距離

南家城コース ２６人 中型バス 16分～15分 9.8㎞～9.3㎞

山田野・北家城コース １４人 マイクロバス 21分～14分 12.8㎞～8.3㎞

川口コース ３５人 中型バス 17分～10分 10.3㎞～6.2㎞

双川・算所コース ７人 ワゴン 11分～9分 5.4㎞～4.8㎞

グリーンタウンコース １９人 マイクロバス 9分～7分 4.2㎞～4㎞

南出・八対野コース １９人 マイクロバス 19分～8分 11.6㎞～4.5㎞

佐田コース １２人 マイクロバス 15分～8分 8.2㎞～4.7㎞

・ 大三小学校の児童は徒歩通学
・ 家城・川口・八ツ山・倭小学校区の児童はスクールバスで通学

２ コース（案）

※通学方法については、ルート設定・バス停の箇所など検討していきます
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３－６ 課題（放課後児童クラブ・学校跡地の利活用）

18

◆ 放課後児童クラブ

◆ 学校跡地の利活用

地域の方の御意見等を
お聞きしながら利活用を検討する

今後の活用に
向けて検討

校舎
体育館
グラウンド

スケジュール（案） 内容

令和７年度中を目途 ４クラブで方針決定⇒候補地案等の方針決定

令和８年度 施設整備に係る予算協議・調製

令和９年度 施設整備に係る設計

令和１０年度 施設整備に係る工事

令和11年度 供用開始

民営のため、クラブの統合については４クラブで方針決定
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統合後の
場所

大三
小学校

整備方法 大規模
改造

４ 白山地域小学校の統合後の場所及び整備方法（案）

19

◆安全性
・災害時等における安全性を最優先に選定
（ハザードマップ等で最も災害時の影響が少ない
と想定される）

◆利便性
・主要幹線道路（国道165号線）沿いにある
・近鉄大三駅に近い
・最寄りの公共施設
白山総合文化センター、うぐいす図書館

◆容量（規模）
・現施設で教室数が充足

◆開校時期
・新築と比較して、早期に統合が可能

◆費用負担
・新築と比較して、費用負担が少ない

◆安全性
・大規模改造の場合も安全性や耐震性に問題なし

選定理由

選定理由

◆最短で令和１１年度開校をめざす

現在の大三小学校校舎

既存校舎を活用した大規模改造


